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は じめに

本稿はこれまでの六編の論考.iに 続き,清 朝乾隆

期の漢人知識人官僚である方観承の詩集を分析するこ

とによって,乾 隆期(1735-1795)の 政治史を再構成

しようとするものである.

本稿の冒頭であつかう詩は,乾 隆帝によるジューン

ガル遠征の成功を方観承が禰揚する詩である.い うま

でもなくこの成功は乾隆帝の 「十全武功」の一つに徽

えられるものである.こ の十全武功についての主とし

て概読書における從來のいくつかの見解を整理してみ

よう.

・「名實 あい ともな うものではなかった」'2

・「その内容 をよく検討す ると,随 所 にあ ま り自慢 に

ならない事實 を5見 す る」'3

・「十全 と呼ぶ にふ さわ しい完全無 欠の武功であった

か どうかは さてお き」'4

・「新彊 を獲得 したことを除けば そのほ とん どはど

ちらかといえば負け戦であった」°5

・「『十全』 とい うには ,作 爲的なカウン ト・敷合わせ

もさることなが ら,内 實がはなはだ貧 しい」'h

近年では,そ れほどあからさまな記述は無 くなった

ものの,乾 隆帝の十全武功を 「盧構」とする見解がや

はり一般的である.し か し,封 外交渉や職事が相手を

完全に服厩させ,領 土にすることのみを成功とするな

らば,そ れは極端な評債ではないだろうか.名 目的な

ものも含めて一定の成果を武力を背景にして得ること

ができれば それは武功であると言ってもよいのでは

ないだろうか.い ずれにせよ,「十全武功」の歴史的

評債については,相 封化する必要があるだろう.'7

本稿ではまた,何 人かの官僚の事例により,「禮の

聖職者」という新たな観黙も提示 したい.

なお,以 下 〈薇〉は 『薇香集」,〈燕上〉は 『燕香集

上』,〈燕下〉は 『燕香集下』,〈燕二上〉は 『燕香二集

上』 を指 し,ア ラビア数字はそれぞれの詩集における

詩の通 し番號である.

1.乾 隆二十五(1760)年(直 隷総督)

32「聖武遠揚平定回部西睡永定大功告成恭紀」七言古

詩

前年,乾 隆二十四年十月二十三日,富 徳がジューン

ガル遠征の勝利を上奏 し゜8,ここに足かけ五年をかけ

て行われた乾隆帝の四次にわたるジューンガル遠征に
一つのun切 りがつけられる

.方 観承の詩には,そ のこ

とを宣揚する長文の序があり,詩 自膿 も九百五十七字

におよぶ古詩である,ゆ9

序は以下のようなものである.「國家既に伊黎を定

めて之れ五年,達 克山部長素爾坦沙を抜き,逆 酋大小

和卓木,其の族驕を率いて邊において碩頼するを繊し,

伏 して約束を受け,西 陸大いに定まる.是 より先,準

腐爾は其の瞼遠を侍み狭居に獣伏 し,蹄 義の衆を遇絶

す.先 朝累々師を興 し燵伐せんとするも,未 だ根株を

抜せず.乾 隆十九年,夷 肇内関 し,部 衆紛披するに,

皇上軍吏に筋して厭の罪を諌し,鑑 く劇絶 して之を降

下 し,達 瓦齊を俘 して以て蹄す.是 において,左 右恰

薩克,東 西布魯特,委 心蹄命して款關請吏せざる莫 し.

大小和卓木は,本 々準夷の繋囚にして,乃 ち敢て恩に

事き,隙 を伺いて其の畢醜を扇 し,我 が顔行に逆さん

とす.皇 帝將士に申命 し,窟 宅克車諸城を窮寛せ し

め,大 なるは葉爾音木のごとき,遠 くは恰什噛爾のご

とき,皆 な次を以て勢定 し,兵 渉ること萬籐里にして

士氣益々奮遭 し,二 聾は伊西7$において,印 ち達克山

境を抜 くや,素 より爾坦沙,戚 を畏れて効順し,鑑 く

首或して以て降る.一 時安集延 ・震牢の大小数十部,皆

な來りて献見し,穆 塁より以西,阿 爾泰より以北まで,

綿亘たる二萬餓里,悉 く其の山川要塞・瞼夷道に捺 り,

我が版圖に通蹄す.臣 謹んで按ずるに,同 部は伊黎の

外に在 り,大 宛と隣た り.其 の唐書の紀す所の,天 方
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